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適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動
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扌無料朝食の利用を申告する予定シート

扌イベントメニューの一例

扌めっき作業の現場。槽の中は高温のため
熱中症になりやすい環境

朝食を食べない事で熱中症や体調不良を訴え
休む率が上がる為の対策

株式会社田島製作所（東京都江戸川区）受賞者

適切な食生活 禁煙 健診・検診 その他適度な運動

Smoke Free JFE千葉
～国内初！銑鋼一貫製鉄所で就業時間内禁煙スタート～

JFE スチール株式会社 東日本製鉄所（千葉地区）（千葉県千葉市）受賞者

取組アクション 取組アクション

「禁煙ありえない」の雰囲気を打破したきめ細かい禁煙推進活動 若者の朝食離れが体調不良の原因ととらえ、会社での朝食提供を開始

　JFEスチール株式会社 東日本製鉄所（千葉地区）は、銑鋼一貫製鉄所で従業員数2,419名、うち9割以上が男性で、ほぼ完全
な男社会。20年以上前は過半数が喫煙者で、事務所や作業場での喫煙が当たり前、喫煙所はコミュニケーションの場、喫煙
は文化という風潮が蔓延し、禁煙による健康増進活動を受け入れる雰囲気など微塵もない状況だった。しかし、喫煙や受動喫
煙の影響によるがんや虚血性心疾患、脳卒中などの発症リスクを低減し、何としても社員全員を健康にするという高い志を掲
げ、JFEグループ健康宣言も受け、2017年にSmoke Free JFE千葉（以下、SFJ）を立ち上げた。

アルマイト・めっきなど表面処理事業を手掛ける株式会社田島製作所では、特に工場内が高温多湿になる夏場、スタッフが
熱中症や夏バテなどで体調を崩すことが経営課題となっていた。その一因が、「朝食を作る時間も買う時間もない。それより
も寝ていたい」と考える従業員の朝食離れであると分析した社長が、少しでも朝食を食べる習慣をつけてもらうため、2019年
３月3日から無料朝食を社内で提供することにした。

●事業所一丸となった禁煙推進活動　現状把握から得られたデータをもとに課題を抽出し、次のような取組を立案・実施。①
SFJの活動内容や喫煙率推移などを継続的に広報。②職場を訪問し、発言力のある人たちにSFJの応援団になってもらう。③
SFJの認知度が高まったところで数値目標を設定。④禁煙外来やお試し禁煙を導入。⑤喫煙者に対する「お手紙大作戦」の実施。
⑥終日禁煙デーの設定。⑦喫煙率の高い職場へ出向きタバコの講話を実施。⑧受動喫煙に対するアンケート結果の公表、リ
フレッシュルーム新設投資助成制度を策定。⑨元喫煙者の幹部に当活動の「広報部長」「禁煙推進部長」としてサポートを依頼。
⑩事業所トップが「社員の健康保持・増進のため就業時間内禁煙を開始する」旨を宣言。⑪約半年間の「ならし禁煙期間」を経て、

「就業時間内禁煙」を開始。

●栄養バランスのとれた朝食を提供　従業員23人のうち、平均5人が無料朝食を
利用。日替わりのおにぎり､ 野菜たっぷりのみそ汁をはじめ、ゆで卵や漬物、果
物や野菜ジュースなど、栄養バランスを考えたメニューを提供。おにぎりとみそ
汁は給食センターに依頼し、その他の食品は「健康マスター（ベーシック）」を持つ
役員がスーパーで調達したり作ったりして提供。前日までに自分が食べたいおに
ぎりの個数を申告することで、食品ロスがゼロになるようにしている。また、熱
中症対策に有効な梅干しや梅酢水、麦茶を常時提供。
●飽きさせず、自分ごと化してもらう工夫　定期的にアンケートを取り、要望の
多いメニューをイベントで提供。主食をパンにしたときは、中華・コーン・コンソ
メ・オニオンの各種スープやカレーなどを提供し好評を得た。また、野菜を食べ
てもらう工夫として、会社のプランターで育てた野菜をサラダや漬物にして提供
している。●喫煙率は5年間で10ポイント減。2021年4月から就業時間内禁煙を実施

・屋内喫煙所ゼロ化達成（2018年1月：56カ所➡2019年3月末：ゼロ）
・社有車内喫煙ゼロ化達成（2018年1月：48台➡2019年3月末：ゼロ）
・タバコ自販機ゼロ化達成（2019年9月：5台➡2020年9月末：ゼロ）
・屋外喫煙所削減中（2019年4月：102カ所➡2021年7月：77カ所）
・禁煙外来参加者（2021年4月までにのべ203人参加、3カ月禁煙成功率：80.7％）
 うち、お試し禁煙外来の効果（2021年4月までに76人参加➡禁煙外来への参加：7人）
 うち、お手紙大作戦の効果（2021年4月までにのべ1,213人発送➡禁煙外来への参加：24人）
 うち、各職場への講話の効果（2021年7月までに24所属1,029人受講➡禁煙外来への参加：17人）
・リフレッシュルーム新設投資助成実施（8所属、10カ所）
・2021年4月1日より、社員を対象とした就業時間内禁煙を開始（銑鋼一貫製鉄所では国内初）
・喫煙率　2005年：50.0%➡2011年：40.1％➡2016年：38.1%➡2021年4月現在：29.0%

●朝食を食べる習慣が定着。熱中症による救急搬送や連続欠勤はなし　社長から
の積極的な呼び掛けや健康をテーマにした勉強会の開催などにより、徐々に朝食
を食べる習慣が定着。主食は自分の好きなものを食べ、みそ汁や果物だけを食べ
に来る従業員もいる。夏場、猛暑が続く時期でも、熱中症や夏バテ、体調不良で欠
勤する従業員は大幅に減少した。
●健康リテラシーが向上し行動が変化　健康リテラシーが向上した結果、喫煙者
が減少。また、プランターで育てる野菜を従業員に決めてもらったことで、野菜嫌
いの従業員が「食べてみたい」と発言するなど、心境に変化が表れた。
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背景・概要

取組内容

成 果

　喫煙率が高く、たばこを吸うことが当たり前といった社内風土がある製造業の企業において、屋内禁煙化と禁煙支援を会社
ぐるみで実施し、16年間で喫煙率4割削減を達成した好事例です。成功した要因としては、①具体的な目標を掲げながら手順
を踏んで段階的に取り組んだこと（継続的な広報活動で従業員の理解を得ながら、禁煙希望者を支援する「受け入れの活動」か
ら、積極的に禁煙を働きかけたり、社内ルールを決めて受動喫煙をなくす「攻めの活動」へ発展させたこと）、②事業所が一丸と
なって取り組んだこと（現状を共有するための現地調査やアンケートの実施、それに基づく計画、元喫煙者を含めて発言力の
ある社員の巻き込みなど）、を挙げることができます。喫煙者への理解と配慮を大切にしながら会社ぐるみで取り組んできたこ
とが、導入にあたって反発が予想される就業時間内禁煙を同業種の企業の中で初めて実施することを可能にしたと考えます。

　朝食の欠食は、肥満、高血圧、脂質異常、糖尿病のリスクを高めることがわかっています。現在、日本人成人の朝食欠食率
は男性15%、女性10％ですが、 20〜40歳台の若い年代では、男性23～31％、女性15～24％と高い状況です（平成29年国
民健康・栄養調査結果）。朝食欠食の改善には、個人の努力が必要ですが、個人の努力だけで生活習慣を変えることは難しく、
生活の中で自ずと朝食を食べられる環境をつくる対策がより有効です。田島製作所の取組は、会社をあげて朝食を食べる環
境整備を実現した事例です。加えて、会社のプランターで野菜を育てたり、健康リテラシーの向上を図る勉強会を開催する
など、全社的な取組を複数組み合わせ、社員の行動変容の継続と効果がみられています。社員30人という小規模事業所にお
いて、トップの意気込みと社員の工夫で、生活習慣の改善ができることを示した好事例です。

評価委員による講評：中村 正和 評価委員による講評：武見 ゆかり
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扌2021年4月1日より就業時間内禁煙開始。
銑鋼一貫製鉄所では国内初！




